
令和６年度 認知症バリアフリー社会実現のための手引き作成の工程表
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【提案業界・業種】
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■令和６年度に実施する手引きのリバイスは、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の記載を加え
ることなどを行うもの

■令和７年度以降の業界・業種は、前年度末のバリアフリーWGにおいて工程表の改訂を行う際に都度決定

※手引きを作成する業界・業種は、認知症の人やその家族等からの要請等により変更する場合がある。
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